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平成２４年度 第７回人事委員会会議結果 

 

１ 開催日時 

 
   平成２４年７月２０日（金）午後１時３０分～午後３時 
 

２ 開催場所 

 
   人事委員会委員室（県庁第二庁舎７階） 
 

３ 出席者 

 
【人事委員】 
  委 員 長    曽 我 紀 厚 

     委  員  中 原   都 
     委  員  荒 濱 健太郎 
 

【事務局職員】 
  事務局長  森 谷 邦 彦   次  長  加賀田   啓 

     任用課長  山 添   久   給与課長  稲 田   将 
     係  長  新 高 謙 一 
 

【傍聴者】   なし 
 

４ 議 題 

 
  議案第１号 選考により採用することができる職に係る承認について 

 

   議案第２号 職員の昇任選考について 

 

   議案第３号 職員の職務に専念する義務の免除について 

 

５ 議事の公開・非公開 

 
議案第１号及び第３号を公開とし、議案第２号を非公開とした。 

 

６ 議 事 

 
１ 議案第１号 

   選考により採用することができる職に係る承認について、事務局が説明し、原案のとおり決定し

た。 

 

【説 明】 

 職員の任用に関する規則第 19 条第２項の規定に基づく選考職の承認について、鳥取県教育委員会か

ら以下のとおり申請があり、適当と認められるので申請のとおり承認しようとするもの。 
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① 申請のあった職 

船舶乗組員（甲板部） 

 

② 採用予定者数 

１名 

 

③ 採用予定日 

平成 25年４月１日 

 

④ 申請理由 

境港総合技術高等学校に配置している海洋練習船「若鳥丸」の二等航海士の早期退職により、甲板

部の職員に欠員が生じるため、業務に必要な経験や知識を有する者を補充する必要がある。 

 

⑤ 選定方法 

  教育委員会において採用試験を実施する。 

(１) 試験内容 

ア 教養試験：公務員として必要な一般的な知識及び知能についての筆記試験 

イ 専門試験：専門的知識についての筆記試験（航海、運用、法規に関する専門的知識） 

ウ 面接試験：個別面接による人物及び知識についての口述試験 

エ 適性検査：性格検査 

(２) 受験資格 

  ア 年齢要件：昭和 28年４月２日以降に生まれた者 

  イ 資格免許：次の要件を満たす者（平成 25年３月 31日までに取得する見込みの者を含む。 

船舶職員及び小型船舶操縦者法第５条に規定する四級以上の海技士（航海）の免

許を有すること。 

          ※四級以上の海技士（航海）の免許に関しては、次の者についても受験資格を有

するものとする。 

          ・海技士国家試験の筆記試験のみの合格者 

          ・登録船舶職員養成施設の課程を修了し、海技士国家試験の筆記試験を免除され

た者又は免除予定の者 

 

⑥ 人事委員会の判断 

上記の職は、「常に選考によるものとするが、実施に当たりあらかじめ人事委員会の承認を要する

もの」として整理されている職であり、また選定方法も適当であると判断する。 
 
２ 議案第２号 
 職員の昇任選考について、事務局が説明し、原案のとおり決定した。 

 

３ 議案第３号 
 職員の職務に専念する義務の免除について、事務局が説明し、原案のとおり決定した。 

 

【説 明】 

 教育委員会から職員の職務に専念する義務の免除について以下のとおり申請があり、適当と認められ

るので申請のとおり承認しようとするもの。 

 

○職員が国際スポーツクライミング連盟の主催する世界ユース選手権大会に日本ユース代表チーム

のコーチとして参加する場合 

 

① 職員名 

鳥取県立鳥取中央育英高等学校 教諭 安井博志 
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② 承認期間 

参加日程（８月２７日から９月２日）までのうち勤務を要する日 

 

③ 根拠法令 

  職務に専念する義務の特例に関する規則 

  （義務免除） 

  第２条 条例第２条第３号に規定する人事委員会が定める場合及びその期間は、次の表のとおりと

する。 

14 前各号に掲げるもののほか、人事委員会が必要

と認める場合 

その都度必要と認める期間 

 

 

④ 承認理由 

・安井教諭は、鳥取中央育英高等学校に山岳部を創設し、国民体育大会少年女子縦走競技で３年連続

優勝を果たすなど数多くの大会で監督として優秀な成績をあげており、そうした優れた指導実績が

高く評価され、日本ユース代表チームのコーチ、日本オリンピック委員会強化スタッフを務めてき

ている。 

・今回も指導実績が高く評価され、指導技術のより一層の向上を図るため、社団法人日本山岳協会か

ら日本ユース代表チームのコーチとして、昨年度世界ユース大会のコーチ、本年度アジアユース大

会の監督に引き続き派遣依頼を受けたものである。 

・日本ユース代表チームのコーチとして世界ユース選手権大会に参加することは、選手としての出場

と同様、競技レベルの向上ひいてはスポーツ振興に資するものと認められる。 

・よって、法令の趣旨、過去に当委員会が承認した事例等を勘案すれば、本件は、職務に専念する義

務を免除されることができる場合として取り扱うことで差し支えない。 

（参考）過去に承認した類似の事例 

・昨年度８月の IFSC 世界ユース選手権大会（コーチ） 

・本年度７月の IFSC アジアユース選手権大会（監督） 

 

⑤ 承認日 

  議決日 

 

７ 次回の人事委員会の開催 

 
  平成２４年８月２０日（月）午前１０時から開催することとした。 


